
































































索> 【考 察】 看護師は,通過障害のある終末期がん患
者の食への欲求に対して,共感・受容しながらも,危険を伴
う欲求の充足と安全に対する影響の危惧という葛藤を抱い
ていた.これは,患者の意思尊重と安全を保持する看護師
の役割意識が背景にあると推察された.
29．最期まで家でと願う患者を支えるための家族看護
有江美奈子，小笠原一夫，福田 元子
京田亜由美 （緩和ケア診療所・いっぽ）
【はじめに】 終末期患者が愛する家族の側で最期を…と願
うことは決して珍しいことではない.しかし家で看取るに
は家族の理解や支えが必要である.今回青年期の子供が母
親の死に向き合うために,医療者がどのようなサポートが
出来たのか,事例を通して振り返りたい.【方 法】 診療
記録等から情報を収集し分析した.倫理的配慮:遺族に研
究発表について口頭で説明し承諾を得た.【結 果】 A
さんは胆管細胞癌の40歳代女性でシングルマザーであり,
20歳代前半の2人の息子達と同居していた.Aさんは退院
の時,最期まで家に居たい,息子達のために自分で料理が
したい,少しでも歩み寄りながら息子との時間を過ごした
いと希望していた.しかし,退院初日に長男から「病院に入
院していれば良かったのに」「帰ってきたら死体が転がって
いるのは嫌だからな」と言われ強いショックを受けた.A
さんは,「介護が必要になった時,息子達がどこまでしてく
れるのか？ 動けなくなった時は入院した方が良いのか
…」と不安が強かった.Aさんの姉妹も息子達の気持ちが
理解できずに,彼らに感情的になっていた.看護師は,息子
達やAさんの姉妹に各々から話を聞くことで,それぞれの
気持ちや家族の関係性を知ることが出来た.彼らの各々の
思いを看護師が代弁することによって次第に息子達も母親
の側に居る時間が増え,Aさんは念願だった息子が作った
パスタを食べることも出来た.最期はセデーションとなっ
たが,息子達を含む家族全員に囲まれて笑顔を見せた.そ
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